
第１ 回検討会議における議論の整理

大学生等の県内定着に向けた現状と 課題

資料１

課題解決に向けた意見

・ 学生は県内企業を知ら ない。 （ 特にBtoB企業）
・ 学生は地域や職業に関し て様々な志向を 持っ ており 、 自身の価値観や働く こ と に対する考え方も 多様であるこ と から 、
 企業は学生が欲し い情報を 踏まえ、 情報を 発信する必要がある。
・ 学生にと っ ては、 大学生活の充実が優先さ れるため、 低学年のう ちから 就職活動の要素が入り 込むこ と のないキャ リ
 ア教育が必要と なる。

＜大学委員から ＞ ＜企業委員から ＞

①企業が、 様々な志向を 持つ学生がいるこ と を 知る機会
 を 設け、 学生が欲し い情報を 把握する。
②それら の情報について、 学生に知っ ても ら う 機会を 創
 出する。
③大学と 企業間の連携体制の強化を 進めていく 。

課題解決に向けた方向性

①②学生と 企業の相互理解の機会を 含めた、 モデルと な
  るキャ リ ア教育プログラ ムの構築
③連携企業の開拓
（ 大学コ ンソ ーシアムが両者のハブ機能を 担う ）  

課題解決に向けた取組

・ まずは企業を見て、 働く 姿を感じ ても ら う と こ ろ から 始め
 るべき である。 （ 以前コ ンソ ーシアムが実施し た『 ジョ ブ
 シャ ド ウ型イ ンタ ーンシッ プ』 がよい。 ）

・ 企業を知っ ても ら う ために大学を 上手く 使っ てほし い。

・ 学生は企業のこ と を知ら ないが、 企業も 学生の多様な価値
 観や考え方を知ら ない。

・ 県内就職率を上げても 、 企業と 学生と のミ スマッ チが起き

 ては意味がない。
・ 学生が現場に行っ て、 企業の雰囲気や働いている姿をより
 リ アルに感じ ら れるよう な機会が必要
・ 企業の名前を 知っ ても ら う こ と が重要である。

・ 自分が得意な分野が何かをし っ かり と 分析でき る学生であ
 れば、 企業が求める人材と マッ チし て定着に繋がっ ていく 。

・ 企業には大学と の連携を 深めていく こ と が求めら れる。

※ジョ ブシャ ド ウイ ング
 …学生が様々な企業の社員に一日同行し 、 どのよう な仕事を
  し ているか体感するこ と



  大学生等県内定着促進事業の実施状況 資料２

県内産業の理解促進

県内大学による取組強化

実施日
静岡県の

産業ｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝ
静岡県の

産業ｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝⅡ
静岡県の

産業ｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝⅢ

１ 日目
・ ガイ ダン ス ・ 本県産業 
・ 企業に関する講義（ 現状と 課題等） ・ ワーク ショ ッ プ

２ 日目
３ 日目

企業見学～西部地域
ﾊ゚ ｲﾌｫﾄﾆｸｽ
増田採種場
ﾏｷﾉﾊﾗﾎ゙
ｻー ﾌｽﾀｼﾞ ｱﾑｼﾞ ｬﾊ゚ ﾝ
矢崎部品

企業見学～中部地域
山崎製作所
生活協同組合ﾕー ｺ ﾌーﾟ
協和ｻﾝｴﾝｼﾞ ﾆｱﾘﾝｸﾞ
いち まる
CSA不動産

企業見学～東部地域
ﾌｧﾙﾏﾊ゙ ﾚ ｾーﾝﾀｰ
東海部品工業
ｻﾝﾄﾑー ﾝ柿田川
ｴｽﾃｯｸ
ELFIE GREEN
沼津港市場
ｴｲﾃﾞ ｨﾃﾞ ｨｰ

４ 日目 ・ ワーク ショ ッ プ ・ 実習の振り 返り  ・ 総括

【 概要・ 目的】
 本県の産業・ 企業を知るための産学官連携による企業体
験型授業を開講するこ と により 、 地元企業の理解促進を図
ると と も に、 県内企業を 選択する動機付けを行う 。

【 日程】
 令和５ 年８ 月22日（ 火） ～８ 月25日（ 金）

【 参加学生数】
 計60人（ 東部17人、 中部20人、 西部23人）

【 講義内容】
 ・ 座学（ 本県の産業や企業について等）
 ・ フ ィ ールド ワーク （ 企業見学、 企業説明、 体験、 質疑応答等）

【 スケジュ ール・ 訪問先】

【 概要】
 県内大学等が独自で行う 学生の県内定着促進に向けた取組支援

【 募集期間】
 令和５ 年５ 月11日（ 木） ～６ 月23日（ 金）

【 助成決定数】
 ４ 大学／６ 件（ 助成総額916千円）

【 助成内容】
 ・ 県内で活躍中の卒業生を活用し た授業の開講
 ・ 地域産業や企業への理解を 深める県内企業バスツアーの実施 
 ・ 障害のある学生の雇用促進に向けた就職ガイ ダンスや講演、
  就職相談・ 交流会の実施 
 ・ 県内企業で資格を活用し 自身のキャ リ アを 磨いている社会人と
  学生と が接点を 持つための交流会の実施 

【 二次募集】
 令和５ 年９ 月４ 日（ 月） ～９ 月29日（ 金）

【 受講生感想（ 一部） 】
 ・ あまり 知るこ と のなかっ た県内の中小企業を 知れてよかっ た。
 ・ 県内出身だが、 知ら ないこ と も 多く 、 多く の学びを 得た。
 ・ 自分の目で企業を 見て、 直接話が聞けたのは良かっ た。
 ・ 起業家の生き 様を 知り 、 チャ レンジ精神を見習いたいと 思っ た。



  キャ リ ア教育の推進 資料３ －１

キャ リ ア教育プログラ ム（ 案）
企業体験型授業

（ 産業イ ノ ベーショ ン）

該当する類型 タ イ プ２ （ キャ リ ア教育） タ イ プ１ （ オープンカ ンパニー）

目 的
キャ リ ア形成に関心を持つ学生に向けた

県内就職を考える機会の創出
本県の地域や企業の理解促進（ き っ かけ）

内 容
企業見学、 就業体験、 従業員と の交流

※「 ワーク ラ リ ーし ずおか」 の取組を活用
企業見学、 企業説明

備 考 春季休業等の長期休業期間に実施 短期集中互換授業と し て実施

１ 年生 ２ 年生 ３ 年生 ４ 年生

イ ンタ ーンシッ プ

エント リ ー

会社
説明会

採用
選考

内
　
　
定【 タ イ プ３ に該当】

大学生の就活に向けたロード マッ プ

県内定着促進に向けた
キャ リ ア教育の推進

※ワーク ラ リ ーし ずおかの概要
・ ワーク ラ リ ーし ずおか（ 企業見学会）
 県雇用推進課（ 現： 労働雇用政策課） で実施し ていた、 学生や既卒３ 年以内の未就職者を 対象と し た県内企業を 見学する機会の
 提供
・ ワーク ラ リ ーし ずおかイ ンタ ーンシッ プ
 上記をベースと し 、 コ ンソ ーシアムイ ンタ ーンシッ プ推進事業実施委員会が実施し ていた、 ジョ ブシャ ド ウ型イ ンタ ーンシッ プ
 （ 企業見学や就業の様子の観察）

自己分析・ 業界研究・ 仕事研究など

就職支援業界や大学による説明会・ イ ベント
【 タ イ プ１ に該当】



日数 １ 日目 ２ 日目 ３ 日目 ４ 日目 ５ 日目 ６ 日目

内容

事前学習 実習先① 実習先② 事後学習

・ オリ エン テーショ ン
・ 実習先調査
・ 課題シート の作成
（ 目標や課題の整理）

・ 企業説明
・ 企業見学
・ 意見交換
（ 互いを 知る 場）

・ 職場体験実習
・ 若手社員と の交流会
・ 振り 返り

・ 企業説明
・ 企業見学
・ 現場見学
・ 意見交換
（ 互いを 知る 場）

・ 職場体験実習
・ 若手社員と の交流会
・ 振り 返り

・ 実習の振り 返り
・ フ ィ ード バッ ク

  キャ リ ア教育プロ グラ ム（ 案） 資料３ －２

○学生と 企業と の相互理解の場を含めた、 就業体験を 含むキャ リ ア教育プログラ ムを構築する。

キャ リ ア教育プログラ ムのモデル案

＜考え方＞
 学生及び企業の双方にと っ て利のある機会と する。
  学生…自身のキャ リ アの検討や、 今後のイ ンタ ーン
     シッ プに向けた経験の場と する。
  企業…学生の志向に対応し たイ ンタ ーンシッ プの構
     築に向けた実証の場と する。

＜スケジュ ール＞
※１ 日目の事前学習と ２ 日目から の現場実習は１ 週間ほど期間を 空ける。

＜想定＞
 実施期間： 春季休暇中 
 実施日数： 全６ 日間
 実習先企業： ①事務系企業
       ②製造業等の現場を 持つ企業

＜検討すべき 事項＞
・ モデル案の内容（ 実施日数、 実習先企業の業種、 実習先企業の地域、 実習先で何を 行う か等）
・ 既存の取組を 活用する こ と はでき ないか。
・ プログラ ムの参加に伴う 学生へのイ ンセンティ ブをどう し たら よいか。 （ プログラ ムの単位化等）
・ プログラ ムの実施に当たっ ての『 地域』 に対する解釈の統一


